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。小さな親切運動に
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受給者証更新・・・・・・(7)

週初52年7月10日発行発句飾付d句会tin 07658 3-1100 . 〒939-07 活犯321;>3月う日努3 ~l• jP•ifi1＂＂＂句 '.iE'525河とfllb1 芯J..l\En~＇’



昭和52年 T月 I0日一一一一一一
宇月刊 ｛毎月 I0自発行〉さあ昭和32年 8月 8日’fl 3 ..使紛毘可一一－． ーー 第 26 3号 ．

6
月
白
日

＿＿＿＿..・．

般
会
計
補
正
予
算
な
ど

第2回議会

定例会

ロ

議

案

を

可

決

条
例
改
正
は

役
場
位
置
条
例
の
改
正
な
ど
六
件

ひ－

間
和
五
十
二
年
度
第
二
岡
朝
日
町
議
戸

川
会
定
例
会
は
、
六
月
二
十
円
か
ら
二
十
γ

～
四
日
ま
で
会
期
五
日
聞
を
も

っ
て
閉
会
一

川
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、

附
和
五
十
円
山
小
位
…

h

一
般
会
計
の
補
正
予
訴
を
は
じ
め、
υ

泊三

円
例
の
改
正
な
ど
十
二
議
※
に
つ
い
て
そ～

J

れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
、

可
決
し
ま
し
た
。

♂

こ
の
ほ
か
、
請
願
、
陳
情
八
件
の
伏
川

内
定
、
議
員
提
川
議
案
に
つ
い

て
寸
決
し
一

J

ま
し

た

。

山

議

あ
ら
ま
し

叫

報広

審

5義

日
程

6
月
初
日

開
会
（
町
長
銀
後
理
由
の
投

明
及
び
議
案
説
明
）

本
会
議
（
質
疑
、

一
般
質
問
、

議
案
、
陳
情
等
の
常
任
安
員

会
付
託
｝

文
教
厚
生
奈
川村
会

政
業
建
設
委
員
会
、
総
務
委

品
会
本
会
滋
（
各
山
口
巾
任
委
員
長
の

宮
間
伐
縦
約
、
悶
報
店
に
対
寸

6
月
引
日

6
月
泣
日

6
月
幻
自

る
質
疑
、
討
論
、
表
決
、
日

程
の
追
加
｛
議
員
提
出
議
集

可
決
さ
れ
た
も
の

予

算

附
和
五
十
二
年
度
朝
刊
町

－
供
会
計
約

正
予
算
〈
柿
正
額
八
午
王
百
ぃ
ハ
十
八
万

イ
十
円
）

後
条

伊j

（改
正
J

マ
朝
日
町
役
場
位
置
条
例
の

一
部
改
正

マ
低
開
発
地
滅
工
業
開
発
促
進
法
施
行
に

伴
う
国
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

マ
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部

改
正

マ
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改

正
マ
朝
日
町
立
保
育
所
設
鼠
条
例
の

一
部
改

正
マ
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
犠
偲
緩
賢

金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
淡
町
界
変
更

円v
地
力
自
治
法
第
む
条
第

↑
碩
の
規
一
ん
に

よ
る
釧
臼
町
と
人
普
町
の
境
科
変
児

mm
工
事
請
負
契
約

け
V
H
休
抽
出
州
川
制
第

一
．1
灰
請
負
契
約
の
件

マ
体
道
州
山
線
第
一一
．1
K請
負
契
約
の
川
口

務
苗寸
決
処
分

（報
告
）

V
地
h

り自
治
氏
第
一
七
九
条
に
よ
る
叩
間

処
分
（
附
州
五
十

一
作
位
制
H
町

船

会
計
制
一
化
予
算

｛第
五
円
げ
）
）

V
地
方
自
治
以
第

↑
八
（U
仏
ん
に
よ
る
山守山肌

処
分
（
朝
日
町
税
条
例
の

一
部
改
正
〉

〈
議
員
提
出
議
案
〉

em和
五
十
二
年
限
米
の
政
府
買
人
似
判的

等
に
関
す
る
恕
同
月
脅

ゾ
兆
万
制
土
の
川
中
期
返
避
に
附
す
る
袋
刻
一

店
見
山

請i
願’

陳
情

採
択
に
な
っ
た
も
の

マ
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
う
町
道
舷
幅
工
事

の
施
行
に
つ
い
て

V
高
隔
地
内
の
町
道
砿
幅
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

マ
消
防
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

マ
鮭
鱒
採
摘
事
業
に
つ
い
て

マ
町
営
火
務
場
の
払
下
げ
に
つ
い
て

一ぃ、
自
脱
コ
ン
バ
イ
ン
に
対
す
る
椛
自
動
車

税
免
除
に
つ
い
て

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

V
交
通
袋
内
wm鐙
立
に
か
か
わ
る
町
助
成

んか
の
交
付
万
に
つ
い
て

撤
回
し
た
も
の

ev常
光
寺
山
の
川
の
水
門
設
船
出
反
対
に
つ

い
て常

任
委
員
長
報
告
よ
り

も
総

務

委

員

会

付
託
築
件
に
つ
い
て
審
議
を
し
た
結
果

補
正
予
算
、
条
例
改
正
等
に
つ
い
て
は
、

似
※
の
と
お
り
可
決
と
さ
れ
た
。

仙
惜
の
あ
っ
た

「
消
防
庁
舎
の
建
設
」

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
庁
舎
の
状
況
は
十

分
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
資
料
の
川
阿

川
を
山
内
っ
て
川
度
検
J
す
る
こ
と
と
し
、

継
続
審
査
、

「
町
営
火
葬
場
の
払
下
げ
」

に
つ
い
て
は
、

当
該
地
区
の
人
々
の
意
向

を
聞
く
な
ど
、
な
お
検

A
す
る
必
要
あ
り

と
し
て
継
続
審
査
、
ま
た
「
自
脱
コ
ン
バ

イ
ン
に
対
す
る
課
税
免
除
」
に
つ
い
て

は、

ζ
れ
も
な
お
調
査
を
必
要
と
し
、
総

統
審
登
と
な
っ
た
。

(2) 

文
教
厚
生
委
員
会

付
託
案
件
等
に
つ
い
て
審
査
を
し
た
結

果
、
補
正
予
算
及
び
条
例
改
正
等
に
つ
い

て
は
原
集
の
と
お
り
可
決
と
さ
れ
た
。

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
泊
中

学
佼
の
浄
化
的
及
び
窓
の
早
期
修
印
刷
と
川

小
学
絞
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
補
修
終
的
を
検

J
さ
れ
た
い
。
ま
た
学
賞
の
保
険
制
度
に

つ
い
て
は
、
組
織
を
通
じ
て
の
問
題
の
提

起
等
に
よ
り
対
策
を
進
め
ら
れ
る
と
と
も

に
学
校
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
も
万
全
ぞ

期
さ
れ
た
い
。

保
市
円
料
や
副
民
健
様
保
険
の
白
H
加
問
M
円分

の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
お
論
議

さ
れ
て
い
る
が
．
こ
れ
が
改
醤
に
つ
い
て

も
鏑
隊
的
に
・以
り
制
ま
れ
る
よ
う
要
情
す

る
。で

産
業
建
設
委
員
会

付
託
築
件
い
九
つ
い
て
彼
従
を
し
た
結
梨

一
前
公
会計
補
正
午
除
以
び
桁
止門
事
案
に
つ

い
て
は
、
原
業
の
と
お
り
吋
伏
と
さ
れ

た
。
請
願
汝
び
陳
情
、

「
仙
一
例
係
州
事
業

」
に
つ
い
て
は
、
な
お
調
査
の
必
要
が
あ

り
、
継
続
審
査
と
決
定
、

「
ほ
出
期
段
仙
引

業
に
伴
う
町
道
鉱
幡
工
事
の
嬰
諸
政
び
商

絹
地
内
の
町
道
鉱
帽
に
つ
い
て
」
の
二
件

は
妥
当
と
し
て
係
択
と
決
定
ν

「
交
通
安

内

m
u立
に
か
か
わ
る
町
助
成
金
の
交
付

万
に
つ
い
て
」
は
従
※
か
ら
の
制
花
伝
伝
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つ
い
て

用
の
も
の
も
あ
り
、
あ
わ
せ
て
再
検
川
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
不
採
択
と
決
定
。

「
常
光
寺
前
の
川
の
水
門
設
置
反
対
に
つ

い
て
」
陳
情
者
か
ら
鰍
凶
の
申
し
出
が
あ

り
、
委
員
会
で
ζ
れ
を
ゑ
認
す
る
こ
と
に

決
定
。

後
特
別
委
員
会
の
設
置

M 2 6 3号

花
陸
自
動
車
道
対
策
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

（
＠
印
委
員
長

O
印
副
委
員
長
）

＠

山

崎

清

馬

O
篠

凶

留

夫

近

藤

栄

之

則

平

崎

知

勝

水

島

畑

次

郎

大

沢

組

総

米，
h

－一民主ロ

ひ

後
特
別
委
員
会
の
解
散

さ

泊
小
学
校
鰹
備
促
進
特
別
委
画
会
は
、

付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
寄
嘩
績
を
終
了

し
、
解
散
し
ま
し
た
。

あ

iI孔

一
般
質
問
の
中
か
ら

報

笹
川
ト
ン
ネ
ル
の

改
良
に
つ
い
て

広

質
問

笹
川
ト
ン
ネ
W
の
改
良
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
状
況
を
説
明
さ
れ
た
い
。

昭和32年 8月8日
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答
弁

笹
川
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、

工
事
施
行
中
に
お
け
る
交
通
の
問
題
な
ど

準
備
体
制
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、

県
に
対
し
、
で
き
る
だ
け
阜
く
技
術
的
調

査
の
実
施
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
な
お
努
力
し
て
い
く
。

泊
病
院
の
小
児
科
段
置
に

質
問

的
病
院
の
小
児
科
設
磁
に
つ
い

て
は
、

医
師
の
確
保
が
悶
難
と
の
ζ
と
だ

が
県
厚
生
部
等
へ
の
要
請
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

答
弁

医
川
の
光
足
に
つ
い
て
は
従
来

か
ら
も
務
カ
し
て
い
る
が
、
小
児
斜
医
川

に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
悶
鰭
な
実
情
で

あ
る
が
な
お
確
保
に
努
刀
し
た
い
っ

健
康
都
市
宣
言
に
関
し
て

質
問

三
月
議
台
で
鍵
俊
郡
山
白
見
守
けを

し
た
が
こ
れ
に
関
し
、
他
政
づ
く
り
的
な

俸
揖
円
の
推
進
な
ど
只
依
的
な
後
が
あ
る
か

答
弁

各
ク
一ソ
ブ
等
の
活
動
、
育
成
に

つ
い
て
は
、
相
当
の
効
聞
旅
を
あ
げ
て
い
る

が
、
所
従
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
今
後
、

グ
ル
ー
プ
づ
く
り
と
指
持
者
付
け
教
本
な

ど
も
検
刈
し
た
い
。

ゴ
ミ
の
再
利
用
に
つ
い
て

質
問

住
民
の
コ
ミ
の
処
潔
に
対
す
る

観
念
が
滞
く
な
っ
て
い
る
が
、
燃
焼
物
の

肥
糾
化
ま
た
は
不
燃
物
の
活
用
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

ゴ
ミ
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
協
力
態
勢
が
鼠
も
重
要
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
今
後
こ
れ
ら
の
組
織
づ
く
り

に
も
配
慮
し
て
行
き
た
い
。

泊
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
の

排
水
に
つ
い
て

質
問

泊
小
学
綬
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
緋

水
状
態
が
よ
く
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
間
早

く
改
良
さ
れ
た
い
。

答
弁

削
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の州知

ぷ
に
つ
い
て
は
、
際
閃
の
究
明
が
な
さ
れ

て
お
り
、
同
半
h

訟
に
工
引
を
実
抱
い
た
し
た

、、
ヘ》
’りa’永

年
勤
続
議
員
表
彰

朝

日

町

議

会

明
日
町
凝
山
町
議
凶
と
し
て
勤
続
十
バ
ほ

の
長
ぎ
に
わ
た
り
、
地
力
自
治
に

μ献
さ

れ
た
次
の
か
た
が
た
に
、
間
川
町
議
会
米

彩
内
則
に
よ
、
リ
、

六
月
－
－ト’

H
開
会
の
術

一
一凶
叩W
H町
議
会
に
お
い
て
、
議
決
に
上

り
笠
将
さ
れ
ま

レ
た
。

j[[1悠栄之助議：i(s/ J!:・；ム¥if泌：4英仏：i¥':~v-議~~

富
山
県
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

六
月
十
五
日
広
山
県
市
町
村
会
館
に
お

い
て
閣
か
れ
た
富
山
県
町
村
議
会
議
長
会

の
臨
時
総
会
の
附
上
、
次
の
か
た
が
た
が

地
刀
自
的
に
償
献
さ
れ
た
別
組
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
杯
一峨
「
年
以
上
の
白
治
幼
労
友

ヤ恨
の
栄
に
訂
さ
れ
ま
し
之
、位~fl健三J議書i

IJ H司政次議員凶谷峰三議員

保
険
料
納
付
の
特
例
期
限
切
れ

農業者年金

加
入
資
格
者
は

早
く
手
続
き
を

民
業
者
年
命
制
度
の
発
足
か
ら
六
年
を

終
必
し
、
経
鐙
ww一
議
年
金
の
納
付
も
治
ま

り
ま
し
た
が
、
出
H
怖
を
ぬ
円
し
な
が
ら
ま
μ
’－

加
入
し
て
い
は
い
人
が
お
い
で
に
は
り
一
之0

・
内，

廿
u
y

H
付
に
、
本
年
中
に
加
入

L
な
い
と
、
保

険
納
付
の
特
例
が
時
効
と
な
り
、
給
付
に

結
び
つ
か
な
い
人
が
多
数
出
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
す
ぐ
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。
本
年
中
に
加
入
し
は
い
と
給
付
に
結
び

つ
か
な
い
人
と
は
．

O
当
然
加
入
資
絡
者
で
、
大
正
九
年
四
月

二
日
か
ら
附
和
十

一
年
一
月

一
日
ま
で
に

生
れ
た
人
。
た
だ
し
、
昭
ね
五
i
M
V
聞
け

分
ま
で
さ
か
め
ぼ
っ

て
保
険
料
を
納
付
し

な
い
と
給
付
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

。
任
意
加
入
資
格
者
で
附
利
十一一
年
七
月

二
け
か
ら
制
和
十
一
一
一
年
一
月

一
日
ま
で
に

生
れ
之
人
、
た
之
し
羽
ト
殺
に
な
っ
た
月

分
か
ら
似
険
料
を
制
め
な
け
れ
な
な

η
ま

t
e
u
o
 

t
i
 

。
当
然
加
入
資
格
者
と
は
〈
〉

川
門
以
行
ん批
に
加
入
し
て
お
り
、
向
分
v
h

殺
の
鮮
は
股
氾
（
小
竹
地
む
な
ひ
．、
が、

五
十
ア
ー
ル
（
五
．
反
』
以
上
あ
る
良
裟
終

営
主
で
、
ト
〈
正
九
年
四
月
二
日
以
降
生
れ

の
人。

伝
怠
加
入
資
絡
者
と
は
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
お
り
自
分
名
義

の
経
営
農
胞
が
三
十
ア
ー
ル
（
三
反
〉
以

上
五
十
ア
ー
ル
（
五
反
）
以
下
の
農
業
経

営
主
か
、
同
じ
く
経
富
農
地
が
五
十
ア
；

む
以
上
あ
る
唆
業
経
営
主
の
後
継
者
で
．

昭
如
卜
二
年
じ
月
三
日
以
降
生
れ
の
人

な
お
、
く
わ
し
く
は
朝
日
町
農
業
委
員

会
（
宮
川一

O
五
二
九
又
は
科
必
協
（
主

所
〉
へ
お
問
い
合
の
せ
下
さ
い
。

(3) 5 
9 
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7
月
幻
自
か
ら

8
月
初
日
ま
で

夏
の
交
通
安
全
運
動

暑
く
て
も

心
は
ク
ー
ル
で

安
全
運
動

－

目

的

こ
の
運
動
ほ
、
夏
季
の
解
放
感
、
暑
さ

や
行
楽
に
よ
る
疲
労
等
に
よ
っ
て
例
年
多

発
傾
向
に
あ
る
夏
の
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
県
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
自

覚
と
関
心
を
さ
ら
に
高
め
、
正
し
い
交
通

y
l
w
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
。

ー第 26 3号 ・ eひ一

。
ス
ロ
ー
ガ
ン

－
w
l
w
を
守
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

・
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
そ
う

さーあ

a’
遭
働
の
重
点

ω交
通
弱
者
の
事
放
防
止

ω飲
沼
、
暴
走
、
過
労
運
転
の
防
止

ω夜
間
に
お
け
る
事
故
の
防
止

ωシ
ー
ト
ベ
戸
ト
活
用
の
維
進

報 －広

－
特
別
デ
l

ω歩
行
者
の
安
全
を

γる
日

七
月
二
十
五
日
（
月
〉

歩
行
者
事
故
防
止
の
た
め
、
歩
行
者

に
正
し
い
歩
き
万
を
指
導
す
る
と
と
も

に
、
運
転
者
に
歩
行
者
保
護
の
指
導
を

す
る
。

問
安
全
運
転
励
行
の
日

八
月

一
日

（月）

験出初
等
で
は
、
朝
礼
、
仕
業
点
検
等

を
通
じ
、
飲
酒
、
過
労
、
暴
走
運
転
を

な
く
す
る
た
め
の
適
正
な
運
行
管
理
に

よ
る
交
通
事
政
防
止
の
推
進
を
図
る
。

問和32牢 8月 8日
--~ 3鍾邸使l*lll!可・ー・

…
役
場
庁
舎
移
転
…

へ

1
八
月
一
日
か
ら

l
i
l－

「
ー
ー
旧
泊
小
学
校
へ
し

八
月
一
日
か
ら
役
場
を
旧
泊
小
学
校
内

V

へ
移
転
し
ま
す
。

七
月
末
か
ら
移
転
作
業
を
し
ま
す
が
～

V

こ
の
間
の
業
務
は
、
平
常
通
り
行
い
ま
｛

～

す

。

…

い
な
お
、
す
べ
て
の
業
務
は
、

八
月
一

）

～
日
か
ら
新
し
い
役
場
庁
舎
で
行
い
ま
（

♂
す
。

h

－
位
置
の
表
示

～

朝

日
町
沼
保
八

一
O
番
地
の
五

九

J

・
電
話
番
号

従
来
ど
お
り

一
一
丁
一
一

O
O（代）

ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を
つ
く
ろ
う

盛
況
な
町
民
総
合
体
育
館

人
気
は
：
・
；
：
：
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球

日
戦
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
オ
ー
プ
ン

し
た
町
民
総
合
体
育
館
は
、

一
日
平
均
約

一
四
O
人
の
利
用
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す。
四
月
、
五
月
の
利
用
者
は
、
延
べ
六
、

五
七
七
人
で
、
こ
の
う
ち
個
人
利
川
者
は

四
月
が
一
九
・
三
折
、
五
月
が
二
四
・

三

官
と
柚
唱
え
て
い
ま
す
が
、

一
般
の
個
人
利

用
も
、
四
月
（
一

・
四
人
〉

、
五
月
（
三

・
九
人
）
、
六
月
（
四

・
六
人
）
と
楢
唱
え

る
傾
向
に
あ
り
、
家
紋
ぐ
る
み
で
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
人
気
の
あ
る
の

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
邸
比
で
、
幼
児
や
小

学
校
低
学
年
は
、
十
〈
玉
こ
ろ
が
し
ゃ
、
紅

白
玉
入
れ
に
興
じ
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
定
は
、
水
曜
日
と
十
』附

日
の
間
白
夜
間
開
放
し
て
お
り
、
間
単
な

体
力
テ
ス
ト
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

大
体
育
祭
は、

ク
ラ
ブ
や
団
体

の
大
会
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
会
以
外
で
個
人
の
万
が
米
ら
れ
た
と
き

は
、
ク
ラ
ブ
や
団
体
の
万
が
ス
ペ
e

ス
を

あ
げ
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
比
絞
的

ず
い
て
い
る
の
は
、
土
問
蹴
け
と
日
曜
日
で

す。
使
用
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
ば
、
町

氏
総
合
係
育
館
（
智
一ニ
l
一
八
一二
八
〉
へ

ど
う
ぞ
。

動
…

…化
運

…

…美
進

…

…土
推

…

…県

一 JI I 

i習
い｝平

にを

7
月
刊
日
か
ら

8
月
幻
自
ま
で

脆
乗
物
に
よ
る
総
境
汚
染
を
な
く
し
、

自
然
の
保
治
と
さ
れ
い
な
尉
境
づ
〈
り
を

め
ざ
し
、
郷
土
の
美
化
運
動
が
七
月
十
一

6 
0 

白
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
展
開
さ
れ
ま

す
。生
活
水
準
の
向
上
と
生
活
儀
式
の
変
化

に
伴
い
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
か
ら
出
る
ゴ

ミ
の
箆
は
刷
唱
え
る
一
方
で
す
。
町
で
は
践
例

揃
業
務
を
充
災
し
、
ゴ
ミ
収
集
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
が
、

一
部
の
人
の
公
徳
心
の
低

さ
か
ら
河
川
、
海
岸
、
空
地
な
ど
の
公
共

の
場
所
は
、

空
カ
ン、

ピ
ン
類
、
家
屋
の

解
依
物
な
ど
で
ゴ

ミ
の
姶
て
場
化
し
て
い

ま
す
。こ
の
運
動
を
通
じ
、
住
み
よ
い
明
る
い

町
a

つ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

(4) 

ハ
郷
土
美
化
推
進
事
第
V

川
広
報
活
動
に
よ
る
美
化
思
想
の
周
知

徹
底

ω住
民
の
美
化
実
践
活
動
の
椛
進

ω不
法
投
市
民
パ
ト
ロ

i
w活
動
の
展
開

凶
清
掃
事
業
の
挑
進

（山川
J

真
は
、
連
合
青
年
団
員
と
婦
人

会
合同
の
海
岸
消
帰
ぷ
仕
活
動
）
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フキ
フ？ャ

ヤン
｜プ

花
火
に
注
意

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
l
は

消

防

署

届

け

よ

う

’II 2 6 3’ 

梅
雨
が
明
け
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は

花
火
を
す
る
段
も
多
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、

キ
ャ
ン
プ
も
花
火
も
火
気
が
伴
い

ま
す
の
で
、
事
故
の
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い。

八
注
意
事
項
V

ひ

＊
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
す
る
と
き

－
事
前
に
消
防
署
へ
崩
け
て
か
ら
行
う

乙
と
（
用
紙
は
消
防
署
に
あ
り
ま

す
。
）

・
立
木
、
テ
ン
ト
な
ど
か
ら
一一
一十

μ以

上
鍛
れ
た
所
で
行
う
こ
と

－
火
の
回
以川
を
十
五
以
以
上
に
し
な
い

こ
と

・
火
を
制
総
に
級
わ
な
い
こ
と

．
午
後
十
時
ま
で
と
す
る
ζ

と

－
終
了
後
は
完
全
に
消
火
し
俄
認
す
る

乙
と

－
一
%
象
の
状
出
が
火
災
予
防
上
危
険
で

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

火
の
使
用

を
制
限
し
ま
ず
か
ら
消
防
本
部
の
指

示
に
従
う
こ
と

以
上
の
注
意
鎖
市
引
を
守
ら
な
い
と
き
は

キ
ャ
ン
プ
フ
7

イ
ヤ
ー
の
使
用
然
汁
を
命

ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

*1 広

玲
花
火
を
す
る
と
き

－
花
火
に
轡
い
で
あ
る
遊
び
方
を
よ
く

読
ん
で
必
ず
守
る
乙
と

，、

－
花
火
を
人
に
向
け
た
り
家
や
燃
え
や

す
い
物
の
近
く
で
は
遊
ば
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と

－
風
の
強
い
と
き
の
花
火
は
や
め
る
こ

成
果
お
さ
め
た

青
年
国
内
研
修

県
外
青
年
と
の

交

流

図

る

今
年
も
六
月
十
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た

り
島
綬
燥
に
お
い
て
朝
日
町
書
同
年
国
内
研

修
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
他
県
の
風
俗
、
文
化
、
産
業
等

を
見
聞
し
、
教
益
を
高
め
る
と
と
も
に
、

そ
の
地
に
庄
住
す
る
宵
年
た
ち
と
交
流
を

持
ち
話
し
合
い
得
の
中
か
ら
青
年
相
克
の

親
臨
と
連
硲
を
深
め
、
今
後
の
青
年
間
活

動
の
発
泌
を
図
る
た
め
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。出
発
前
の
事
前
研
修
に
お
い
て
脅
年
自

ら
の
手
で
計
画
立
案
し
た
研
修
目
的
に
そ

っ
て
班
別
に
行
動
し
、
ま
ず
松
江
市
内
の

風
俗
、
文
化
、

産
業
等
を
見
聞
し
、
我
が

朝
日
町
を
見
つ
め
る
目
を
新
た
に
し
ま
し

た。
ま
た
、

青
年
の
家
で
は
、
市
内
の
青
年

と
・
大
人
と

一
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と

．
水
を
用
意
す
る
こ
と

・
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
物
花

火
は
途
中
で
火
が
消
え
て
も
簡
を
の

ぞ
か
な
い
乙
と

－
花
火
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
と
と

．
た
く
さ
ん
の
花
火
に
は

一
度
に
火
を

っ
け
な
い
と
と

・
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ば
な
い
乙
と

た
ち
と
の
交
流
を
行
い
、
書
同
年
間
体
の
運

営
等
に
つ
い
て
熱
心
に

A
識
し
、
意
見
交

換
の
な
か
に
親
睦
を
深
め
、
今
後
の
交
流

と
再
会
を
約
し
て
別
れ
ま
し
た
。

ζ

の
よ
う
に
圏
内
研
修
で
得
た
成
果
を

今
後
の
青
年
団
活
動
に
大
い
に
役
立
て
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

F

写
真
は
、

品川
恨
川
町
江
百
年
の
家
で
の
交

流
会
の
よ
う
す〉

元
気
に
初
泳
ぎ

リ

町
泳
プ
l
ル
開
き

日

泊
中
学
佼
、

泊
高
等
学
校
氷
泳
部
員
の

元
気
な
初
泳
ぎ
で
、
中
央
プ

l
wは
今
年

度
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

＊
期
間九
月
十

一
日
ま
で

－
休
場
日
八
月
十
六
日

＊
開
場
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
た

だ
し
、
児
童
、
生
徒
は
午
後
五
時
ま
で

＊
入
場
料
大
人
（
高
・

大
生
合
む）

六
十
円

中
学
生

三
十
円

小
学
生

二

十

円

＊
プ
l

N
臨
時
赤
憶
話
①

1
0
九
六

一
番

小
さ
な
親
切
運
動
に
参
加
し
よ
う

親
切
運
動
十
力
条

者
意
銀
行
で
は
、

明
る
い
町
づ
く
り

一
の
た
め
に
、
小
さ
な
親
切
運
動
を
椛
進

『
し
て
お
り
ま
す
。

－

社
会
に
は
私
た
ち
の
身
近
な
と
乙
ろ

』
ま
た
試
が
つ
か
な
い
と
こ
る
に
綴
切
が

｝
あ
り
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ

一
て
観
切
運
動
が
生
ま
れ
立
す
。

一

町
民
の
み
必
さ
ん
、
小
さ
な
紛
叫
が

｛
大
き
く
災
り
、
明
る
い
川
．つ
く
り
の
た

『
め
に
次
の
乙
と
を
守
り
、
小
さ
な
初
切

』
述
抑
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

八
親
切
運
動
十
力
条

V

｝

て

朝
夕
の
あ
い
さ
つ
は
必
ず
し
す
叫
し

司

ょ
う

一
二
、
人
の
親
切
を
心
か
ら
う
け
い
れ
、

｛

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う

一
三
、
人
が
困
っ
て
い
る
の
を
見
た
ら
手

苧

伝
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

－
四
、
汽
車
や
バ
ス
の
中
で
老
人
や
赤
ち

－

ゃ
ん
を
だ
い
た
お
防
さ
ん
に
は
附仰を

一

ゆ
ず
り
ま
し
ょ
う

－
五
．
老
人
に
は
震
と
い
た
わ
り
の
言
案

を
か
け
ま
し
ょ
う

・

六
、
下
車
ひ
と
駅
ま
え
で
山
内
町
を
ゆ
す

｝

り
ま
し
ょ
う

」

七
、
あ
と
の
人
の
た
め
に
履
物
そ
そ
ろ
F

え
ま
し
ょ
う

F

八
、
あ
と
の
人
の
た
め
に
洗
刷
物
を
き
れ

｛

い
に
し
ま
し
ょ
う

『

九
‘
山
め
ら
れ
た
時
聞
を
守
門
他
の
人
一

に
叩注
目
怨
色
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し

－

よ’つ

－

十
、
向
転
車
や
自
動
車
を
人
の
迷
惑
に

一

な
る
と
こ
ろ
に
お
か
な
い
よ
う
に
し
一

ま
し
ょ
う

一

ま
た
、
小
さ
な
税
切
運
動
は
、
児
市

一

教
育
か
ら
が
大
事
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一

附
和
五
十

一
年
度
は
笹
川
小
学
校
、
間

一

利
五
十
二
年
度
は
大
家
庄
小
学
校
を
出
M

f

定
し
て
こ
の
運
動
を
強
力
に
舵
進
し
て

一

お
り
ま
す
。

一

朝
臼
町
普
態
銀
行

（富

三
l
O五
七
六）

(51 



昭和 52年 7}! 1 0日
月刊｛毎月 10日宛行〉 ー

O
扶
必
義
務
者
所
得
制
限

六
人
住
柿
の
場
合

年
収
八
七
六
万
円

（
す
え
回
き
）

O
思
給
等
と
の
併
給
制
服

（
本
年
八
月
実
胤
）

二
八
万
円
↓
三
三
万
円

。
文
払
い

改
善
さ
れ
た
国
民
年
金

年
金
額
の
引
上
げ

国
民
年
金
は
、

年
々
内
容
が
改
普
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
も
、
先
の
国
会
で
法

律
が
改
正
さ
れ、

次
の
よ
う
に
充
実
し
た

内
容
に
な
り
ま
し
た
。

歯周
幽
提
出
年
金

O
年
金
額
の
引
上
げ

・
じ
月
か
ら
実
施

・
物
価
ス
ラ
イ
ド
率
九

・
内
v
h

’11 2 6 3号

別
衣
l

ひ

別
表
？

さあ報広昭ぬ3H's月8R 
JI! 3. tl5便物U珂

拠
出
年
金
・：；・
七
月
か
ら

福
祉
年
金
・
・；
：
八
月
か
ら

盆
・
容
れ
に
（
本
年
十
月
実
施
）

従
来
の
支
払
い
月
で
あ
る

一
月

五
月
、
九
月
を、

四
月
、
八
月

十
二
月
と
、
盆
、
移
れ
払
い
が

実
現
し
ま
す
。

な
お
、
十
二
月
支
払
い
に
つ

い
て
は
、
希
望
に
応
じ
て
、
十

．
月
に
支
払
い
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
役
助
住
民
課
国
民
年
金

係
〈
岨a
i
l－
一
一
の
〔
ぜ
内
線
ニ
ニ
）
へ

拠出年金額の引上げ〉

後

一

肌

正

一
明
日

一
卯
月

改

一
部

｛

’ー
干I現

〈男lj表 1

日IJ邸金年

く別表 2 福祉年金額の引上げ〉

別現 行！改正後；踊金年

180.000円
f月 15.000円〉

270.000円
（月22.500円）

162.000円
〈月 13.500円〉

243.600円
〈月20.300円）

笛~f.i 

180.00Ll円
（月 15.QOO円〉

234 .000円
（月 19.500円3

211.200円
’F.l 17. 600円） I 

~・ 齢 福祉年金

I 1級
162.000円
（月 13.500円）

母子〈蛾母子）掴祉年金
I ¥ F、

間tll.年金

269. 100円
（月22.425円）

426.700円
（月 35.白8円）｜

682. 700円 i
(Ji 56.891円） I 

~41.500円 ｜

(J-'.I 45.125円） I 

433.200円
（丹 36.100円〉

03.200円 ｜

（月 36.100円） I 

433.200円
（月 36.100円） I 

5年年金

10年年金

老

齢

金

金

伊

半

作

年

年

・3

n

U

内

正

凋

句

年

金

396.000円
f月33.000円） i 
396.000fll ! 
(J J 33. 0001リ） ！

I 49~. ooo円
i級i （月41.250円） i 

I 396 . OOOJIJ 
2級 ｜I () J 33. OOOFJ) 

母子（慾母子）年金

町立f年金

町

学
校
体
育
館
に
て
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま

す
。ま
た
、

六
月
十
三
日
に
は
、
綾
町
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ζ

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

柔
道

を
通
じ
て
、
健
康
な
身
体
と
精
神
を
養
う

ζ
と
を
自
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で

一
昨
年
か
ら
実
質
的
活
動
そ
行
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
関
係
者
の

熱
怠
に
よ
り
、

正
式
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
発
足
し

た
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
れ
で
削
日
町
で

は
十
三
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
聞
が
で
き
ま
し

た
。

(6) 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成

泊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

桜

柔

道

五
月
晴
れ
の
五
月
二
十
八
日
、

健
康
な

身
体
づ
く
り
と
美
し
い
友
情
を
育
む
ζ
と

を
目
的
に
泊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少

年
聞
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
数
は
男

女
三
十
名
で
、
毎
週
日
曜
日
午
前
中
泊
小

金ifド~＼.＼ i遺

。本本道石谷線災書復旧工e
('Jf費 324万円
て 期 6月1011～9JJ301I 
延長 26o：ι 
。鉄工団地.敬良工事

工窃費 126万l1J
工 .WI 6月10臼～7月5日
延 長 39.5{; 
幅 員 12.0伐
。本本通量棚山線開俊工事 （1エ区）
[!Jt貨 3.100万円
工 期 6nn日～12月10円
延長 522.o:z 
制民 4.O(; 
O林道槻山線開殴エ穆 （2エ区）
工療費 3.330万川
Fじ j明 6月271::1～12)J l 0口
延長 450.0(;
制白 4.o:z
O林遭童書道線改良工事

工事費 875万川
工 期 6月2011～9)130「1
曲線改良！カ所

。林道三島量線舗装工恵

工事貸 し300万円
工期 6月20G～10月10!I 
延長：＞46.Q(; 
船員 4.0:Z

。』R村重傷モデル司E’t
〈農業問排次第：1114I；水路）
工事費 5)2万(IJ
工 期 6月21日～9月IOII 
延長 240.0(.i:
指・；｛ k¥ 0.6（，ょ

＜＞•村総合軍備モデJI-司陣織
（三枚崎地区防火Jj(M'/)

工事費 183万円
工 期 6)J21日～8)J20日
貯水鼠 60トン
。農村総会蜜備モデル事績

(Ill崎地区防火71<1¥"i)
じ事費 186万円
工期引12111～8月2'llI 
町i'11く!rt60凡

エ

幽燭
帽
情
祉
年
金

O
年
金
額
の
引
上
げ

・
八
月
か
ら
実
施

。
制
限
の
経
利

－
本
人
の
所
得
制
限

（
本
年
五
月
実
施
）

老
齢

・
障
市
山
年
金

夫
婦
の
場
合

年
以
一
五
三
万
円

L
一
六
四
万
円

母
子

・
準
母
子
作
合

年
収
．

一九
六
万
円

九一：一
0
．
力
川

180.000円
（月 15.000円）

246.000円
（月 20.500円、

390.000円
(JI 32 .500円） ｜

62.i. OOOl1J I 
(} J 52 .000円ト
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マ

一
般
①
白
馬
ク
ラ

－第 26 3号

…
願

受
給
者
証
更
新
…

…
…医

…

七
月
一
日
か
ら

1
・

…

老

…

薄

青

色

に

「
＠
肌
色
」
の
「
老
人
医
療
費
受
給…

…
必
柾
」
は
、
六
月
三
十
日
で
無
効
と
な
…

…
り
、
七
月

一
口
か
ら
は
新
し
い
滞
ヴ
色
…

…の
受
給
者
説
で
珍
蹴
を
受
け
て
い
た
だ
…

…
く
ζ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
州
単
独
制
度
適
用
者
も
新
し
…

…
い
繕
緑
色
の
＠
資
絡
証
に
更
新
し
て
下
…

…さ
い。な
お
、
受
診
す
る
似
合
は
、
必
ず
受
…

…
給
者
証
（
資
約
班
）
及
び
健
雌
保
険
証
山

…
を
医
療
駿
閲
へ
附
創
出
し
て
下
さ
い
。

詳
細
は
、
役
場
住
民
線
制
批
係
へ

（曲芸

一i
一一

O
O内
線
一一一一一〉

ひさあ報 一広

ス
ポ
ー
ツ
行
事
成
績

－
宙開
M
回
下
新
川
郡
民
体
育
大
会

（期
日

・
6
月
お
日

t
m日、
7
川口

3
臼

主

会

場
・
宇
奈
月
町
）

昭和32年 8}! 8自一・.1113 ..便亀bl!可ー・・

剖
朝
日
町
関
係
の
成
績

。
野

球

マ
中
学
①
泊
中

〈〉
サ
ッ
カ
ー

マ
中
学
①
泊
中

フ

〈〉
パ
レ
l
ボ
l

w

マ
一

般
男
子
①
輔
自
ク
フ
フ
①
潟
袋
ク

ラ
フ

マ
一

般
女
－Y
①
臼
瓜
ク
ソ
プ

マ
婦
人
①
泊
ク
ラ
ブ

。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

マ
中
学
男
子
①
泊
中

マ
一

般
男
子
①
泊
ク
ラ
プ

マ

一
般
女
子
①
泊
ク
ラ
ゾ

。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

V
中
学
女
子
制
限
①
山
崎
山
お
虫
、
河
内

朝
子
（
削
中
）

マ
成
年
則
子
治
①
綴
沢
袋
弘

V
成
年
別
子
似
①
償
山
三
明
、
相
側
沢
義

弘
マ
一

般
男
子
単
①
大
村
常
雄

マ
一

般
女
子
単
①
氷
下

一
一
息
＠
内
焔
莫

紀
子

V
一
般
女
子
似
①
内
姻
真
紀
子
、
野
板

千
秋

。
剣

泊
V
中
学
則
子
団
体
①
小
川
中

V
巾
学
女
子
団
体
①
泊
中
、
個
人
①
山

本
容
代
子
（
泊
中
）

。

体

繰

（
中
学
）

V
穏
械
体
保
男
子
①
泊
中

マ
滋
械
依
操
女
子
①
泊
小

マ
男
子
個
人
総
A
口
①
長
井
出
治

マ
種
目
別
男
子

－
鉄
陣
①
長
井
城
治
（
泊
中
）

・
掛
川
知
①
長
井
民
治
〈
泊
中
）

V
顧
問
別
交
子

－
ば
辿
動
①
仙
名
棚
去
（
泊
中
）
①

間

千
恵
美
（
泊
中
〉

－
平
均
台
①
仙
名
棚
夫
（
泊
中
）
①

舘
千
恵
美
（
泊
中
〉

－
飛
箱
①
山
田
か
な
え
（
泊
中
〉

。
陸
上
競
筏
〈
中
学
）

マ
mn子
走
高
跳
①
長
弁
政
治
（
泊
中
〉

マ
女
子
二
百

μ①
飛
抑
町
克
（
泊
中
〉

〉
女
子
八
十
日
制
ハ
ー
ド
ル
①
森
中
小
和
代

（
小
川
中
｝

V
女
子
砲
丸
役
①
滋
木
利
代
（
小
川山中
〉

①
立
野
友
子
（
泊
中
）

－
笛
mn園
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
期
日

・
6
月
日
日
、
会
場

・
町
民

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

準

決

勝

山

崎

8
1
1
笹

川

。

泊
二
区
ロ
！
日
泊

二
机

決

勝

山

崎

2
1
2
泊
二
氏

｛山
崎
が
抽
選
勝
ち
〉

－
第
幻
回
二
市
一
郡
中
学
駅
伝
競
争

（
則
臼

・
6
月
初
日
〉

①
入
警
西
中
B

引
分
侃
秒

①

泊

中

A

臼
分

ω秒

①

入

善

中

的

分

話

秒

八

一
般
の
部
V

①

朝
日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
日
分
犯
秒

《

M
U

一、p
d

マ’
’A巾
u

’

p
b
，7
n
U
ι
4
 

n分
羽
秒

①①  

か
も
し
か

朝
日
連
育

－
第
町
田
朝
日
町
朝
間
野
涼
大
会

〈期
E
・
5
月
目
白

1
6月
幻
日

会
場

・
小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

準
決
勝
中
央
底
的
問

A
2

2
日
附
ク
ラ
ブ

〈
中
央
農
協
A
が
州
必
勝
ち）

役

場

A
o
’
O
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ズ

〈
役
場
A
が
刑
法
勝
ち
〉

快

勝中
央
農
協
A
4
1
0
役
場
A

。
学
校
へ
の
寄
贈

O
大
家
庄
小
学
綬
へ

－
大
山
本
庄
農
業
協
同
組
合
〈
代
表
組
合

長
理
感
住
吉
久
放
さ
ん
〉
よ
り
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
（
十
八
吋
）
一
六
台

－
大

家

庄

伊
藤
慾

一
さ
ん
よ
り
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
（
十
八
川
）
一
台

－
大
家
正
岡
田
一
－
．
郎
さ
ん
よ
り
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
（
十
八
川
〉

一
ムH

－
Z
一枚
備
前
川
和
お
さ
ん
よ
り
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
（
卜
八
吋
）

一
台

朝
日
町
善
意
銀
行

〉
蕊
野
、
追
分
先
成
さ
ん
が
わ
得
物
報
労

金
を
社
会
制
祉
の
た
め
に
と

一
万
円

〉
小
更
、

松

下

弘

さ
ん
が
家
族
企
民
健

蹴
で
、

う
れ
し
い
と
と
ば
か
り
あ
っ
た

の
で
恵
ま
れ
な
い
人
の
た
め
に
と
一一一万

刊
d

〉
術
水
町
、

山
間
麻
千
子
さ
ん
が
貯
金
し

た
小
使
い
を
思
ま
れ
な
い
人
の
た
め
に

と
八
、
六
九
七
円

〉
荒
川
三
丁
目
、
民
間
た
ま
い
さ
ん
が
集
め

た
一

円
玉
と
五
円
玉
を
社
会
福
祉
の
た

め
に
と
二
、
四

Qυ
円

マ
荒
川
四
丁
目
、
浦
凹
与
三
次
さ
ん
が
恩

人
依
山
中
川
し
げ
の
さ
ん
の
命
川
に
あ
た

り
社
会
術
祉
の
た
め
に
と
一
万
円

V
刑
制
の
閥
、
小
川
出
川
水
株
式
会
社
か
ら
町

内
の
ね
た
き
り
老
人
に
、
つ
ゆ
ど
さ
に

さ
つ
ば
り
し
た
夏
衣
に
諮
問
何
え
、
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
と
ゆ
か
た
八
十
枚

な
お
、
先
月
号
の
記
事
中
、

「
上
町

脇
山
焔
松
さ
ん
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が、

「
来
店
野
、
M

閉
山
知
別
松
ざ
ん
」
の

出
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

…〈
今
月
の
表
紙
〉

…

旧
の
市
の
二
宮町
を
取
っ
た
凶
の
総
雨
日

山
に
な
る
と
、
反
の
風
物
詩
と
い
え
る
「
～

J

ホ
E
Y
W

狩
り
」
が
さ
か
ん
に
な
る
。

uが
西
に
傾
き

m
mく
な
る
と
、
た
J

山
ん
ぼ
の
あ
ぜ
迫
ゃ
、
川
総
に
子
供
た
ち
山

叫
が．
ニ
ムベ
五
七
鎖
ま
っ
て
く
る
。

水
の
き
れ
い
な
小
川
、
特
に
氷
が
ド
〆

♂
コ
ド
コ
と
然
ち
る
川
ベ
り
に
彩
く
飛
ぴ
M

M

－か
っ
て
い
た
。

窓
ぼ
う
き
、
竹
ぼ
う
ぎ
を
持
っ
た
も
M

J

の
、
表
ワ
ラ
で
編
ん
だ
滋
カ
ゴ
や
、

ホ
へ

～
タ
ル
草
（
ツ
ユ
艇
の
こ
と
）

を
入
れ
た
山

〈
ピ
ン
を
下
げ
た
子
、
小
に
は
、
紙
袋
を
～

M
A

出
カ
J
J

が
わ
り
に
下
げ
た
チ
供
た
ち
ま
日

〈
で
川
総
の
土
F
の
L
L

を
乎
さ
ぐ
り
で
ホ

～

〉
タ
ル
に
近
っ
き
、
泊
っ
か
け
川
え
た
も
山

～
の
だ
。

J

川
府
部
あ
た
り
で
は
、

「ド小タ
山戸
乙
い
～

～
や
ま
ぶ
し
ζ

い
：
：
：

・以
下
同
級
な
歌
（

二
詩
」
。
只
西
で
は
「
ほ
ー
や
ほ
ー
や
d

J

ほ
た
る
ζ

み
ん
な

乙

あ

っ
ち
の
水
～

h

は
に
が
い
ぞ
、
こ

っ
ち
の
氷
は
あ
ま
い
♂

門
ぞ

さ
っ
こ
い

さ

つ
ζ

い

水

の
ま
日

γレ
よ
」
等
の
歌
が
あ
る
。

会
紙
の
飲
は
、
明
治
中
頃
に
旧
泊
町
山

山
の
子
供
た
ち
が
歌
っ
て
い
た
ホ
タ
W
の
v

）
放
で
あ
る
が
、
手
の
川
か
な
い
所
へ
逃
～

～
げ
た
ホ
タ
山
げ
や
、
述
く
に
点
滅
す
る
よ
山

勺
つ
な
取
を
う
た
っ

て
は
ホ
タ
ル
を
呼
ん
～

〉
だ
も
の
で
あ
る
。
当
の
ホ
タ
ル
は
、

子
九

九
供
た
ち
の
附
ぶ
声
に
恐
れ
を
な
し
て
反
V

J

っ
て
速
く
へ
逃
げ
て
い
く
ζ

と
も
あ
っ

へ

～
て
が
っ
か
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

お
判
し
よ
う
じ

（
写
真
は
、
…
日
本
町
大
清
水
川
に
て
〉

(7) 6 
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＝狩猟講習会案内＝
昭和52年度の狩猟者講習会が、次のと

おり開催されますので、希望者はお申し

込みください。

今年度は、附和47年度に受講されたか

たがたの更新時期ですから必ず受けてく

ださい。

・恥S2隼・JI8 B 

一ー一一一一－・3・・使・・町一ーー．

O経険者
く期日＞8月5日午前9時30分から午
後5時まで

く会場＞富山県魚津総合庁舎

＜災：J'F＞乙穐及び丙種

。初心者

く期 仁i>8月23日・24日午前9時30

分から午後5時まで

く会渇〉富山県魚湾総合庁合

く受線以呂＞

・狩猟に関する法令・狩猟献の判別

・銃砲刀剣類所持等取締法、火薬頬

取締法・猟日の取盟い・猟!1，の1：技

1.000.司

i '500円

つ受鴎申 し込み

r 11込期限は、希望受J1'f;Bの ！ill!間1iiJ

となっています。早自に役場停：業課

（曾 3--1100、内線27)へ申し込ん

でください。

0その他
九日は、医記周H、 qi食等をn~仔して

ください。また当日の受鴻申し込み

はできません。

C受旗手数料
・絞験者

．初心者

（
昭
如
五
十
二
年
六
月
十
五
日
現
任）

お
す
こ
や
か
に

委殿枇長 μ 長以月 ll!)桜桜後上 上 下松商京市本本木神宮宮 沢内
ケ 道道道 lJi ~ IH 本

圧町谷野野野野 ill丘町町 Plf 卜下下町町 日！？ 町 町！日fP:J町町崎崎附

（赤
ち
ゃ
ん
包民
生
）

森本川近川大追永平安追菊篠柳柚吉際 ；＇jl}Jj ~長 永次 大松 沼 h·！加
水 田 台 康 上 森分弁 木述分組出ド木 ti；谷川似 見見 門 1T護 CS食

E聖努遺産四富 三 俊重 勝目 品 維 順~ '}(:, 
附和隆 ！）.邸男郎美次進 広一騎i昇 降 時 l必 1’、畳一銭；!lE

苅；斉懲党
夫 保 二 勉 ー

ニ反 長 二二 二 二二こここ 長 二 長長長長長良民 ．；長二長 二 長 良
男女女友女夕日j 女男女女友女~男女女別男ツJ 女友女男女山女

:1JJ: ~真妹真ま鰐亜敦宏智す有香智弘I :jむwa1.~ 11ま ま 俊幸u美 i想的
由り 紀 み美恵 すゆ保

一子 紀災美子史子 英絵れ 子 椛大子子入 山 みみ子之子紀 美

h
$尋・
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、
：
、
守
・品、、
．、S
・・昔、．

t昔
、・
4
、、．
、き
－
f
、
、
さ
・・寺、・

t雪之、、、：、き
ょ号、
．、、号
・き、
・
王
寺
・
事
、、えさ
r
芝、
え
さ
え
守
・
品
、
、
え
さ
r
幸、
．王
寺
・主、、、、守．、言、
．、寺
－

w

hr 

…
「郎
土
乃
云
況
））

親
鴛
上
人
の
三
不
思
議

…

崎

一

4
4ノ
－
－
／
L

J
41
－一
＝

c

一a
u

v
U
H
 

ニ
団
｜
｜
茂
コ

・
下横尾
H

泊．

一

…
一
‘
制
偶
然
の
給
姿
の
出
る
大
憎

い
つ
も
木
の
下
が
雨
が
降
っ
た
あ
後
日
大
き
な
柿
の
木
に
日
長
し
、

仰

向

下
検
尾
の
越
堀
の
槻
俊
一上
人
腰

と
の
よ
う
に
し
っ
と
り
と
ぬ

れ

て

秋

に

は

多
く
の
実
が
な
っ
た
と
言

，

げ
凶
け
石
の
脇
に
大
憎
が
あ
る
内

い
る
と
い
う。

わ
れ
‘

そ
の
柿
は
長
ト
ロ
柿
で
．

%

こ

の

州市
の
木
の
度
を
は
ぐ

と

．

こ

れ
は
、

上
人
が
越
後
に

流

さ

良

べ

る

と
悼
は
な
ぜ
か
呂
柿
の
よ

仰

一
不
思
議
に
も
度
の
ウ
ラ
に
よ
人

の

れ
る
と
き
、
弟
子
や
信
者
と
こ
の

う

に
真
黒
い
殉
で
あ
っ
た
と
色
」
人

仰

叫

絵

姿
が
現
わ
れ
た
と
い
う
3

検

尾

地
で
別
れ
を
惜
し
ん
だ
時
の

悲

し

ら

れ
て
い
る

M

切

の

極
東
家
の
祖
先
が
そ
の

琶

ぞ

み

が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
と
伝
わ
っ

写

買

は
、
下
室
定
の
大
ザ

ム

切

の
律
の
度
を
は
い
だ
と
こ
ろ
、
上
て
い
る
，

v

m

人
の
絵
姿
が
現
わ
れ
た
の
で

そ

三

、
泌
総川
の
柿
の
木

t
t
i
t－
t
i－
i
！
1
1
1
11
1
1

仇

切
れ
を
ず
っ
と
家
宝
に
し
て
杷
っ
た

「

腰
捌
け
石
』
で

附
闘

E
糊
謝
悩
幽
圃
－
－
－

m
JIま
…

仲
と
い
わ
れ
て
い
る
。

信
者
と
別
れ
る
開

聞
酒
調
副
匝
聞
酔
園田
層
圏
圃
・
・
・
・
・
・
H
N

了－

加

川
ぞ
れ
以
来
近
隣
追
在
の
信
者
一

人
の
近
所
の
信
者

圃
守
《

遡

・
・
・

窓

幽
・
・
・
・
・

H
3
h
w

h

は
そ
の
功
徳
に
あ
や
か
ろ
う
と
し
が
8
柿
を
上
人
に
差

d
l
l
b
M

開園・・・H
2
v
二

ん

て
ゆ
の
度
を
は
ぐ
の
で

憎
の
手
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、

V

E
s
a開
園
盟
国
・

H
w，h
d
仰

向

の
と
ど
く
所
は
ほ
と
ん
ど
は
だ
か

早
々
上
人
は
そ
れ
を
解
説

一

a
ME
幽．，
二回ど

げ

に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い

う

話

召

し
上
が
り
そ

A
H
a－M
BEEr－
i

仇

大

織
の
遣
の
反
誌
に
一
本
の

う
り
投
げ
ら
れ
た
。

議

事

雪

崩

詔
凶
臨

時

W

4

モ
ミ
ジ
が
あ
る
が

こ

の
木
は
不

す
る
と
種
は
二
俊

．
ヰ
帽
F
NH
闘
が
磁
調
幽
聞
‘
．

E・
凶

m
．w

・0

・a・1‘．F，L伊
国・・E－－－wF
U

曲目“・・・
2

・・・・・・・・
・・・・・・・・
E

・園，．

d

仰

思
議
な
こ
と
に
天
気
が
良
一
い
の
に
に
し
て
芽
が
出
て

・

調

S
晶
画

M
掴
眉
曙
凶
・
・
・
・
・
咽

川

J
F
 u

z

．、ミ・・・
ミ
、t
a、、
．毛、、
．、
s
rき
も、ミ・
・・号、、

．、S
JS
、．王
寺
・
品
、
、
ぇ
守
・・、句、、．、
4
・・S
T
王
寺
・・ミ
了
、
さ
・・主
、
、

s
・、。、
．、、寺
・品、、．、宇
・・きで、
4
・・sも
え
き
げ

Z
一校
嫌

三
枚
織

下
山
新

間

関

道

援

塚

制森広藤 藤
川 岡沢 111井
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2 

孝孝 昌疋
一 男敬司明

二
女
一一
女
長
男
長
女
長
女

恵子

明暁 仁 開 削
日
香美

18) 

お
し
あ
わ
せ
に

。0 2 
(1＇！桜山日 辻 x
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お
く
や
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O
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弥
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O
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O
志

町

O
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O
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町

O
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吏

O
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O
辻
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崎

O
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径
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O
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水

O
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山
新

住 股山水坂柚大舟氷 ik荒今浜大波

鎗

• 

川山清荒花 tN

一

切

優
美
子浩

笠
志
子

喜

一

祝

子
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死

亡
）

木森本見見川西田平辺

治
造
｛
花
）

末
次
郎
（
河
川
）

英
雄
（
刊
）

＝
一
平
（
鴎
）

秀

松

（市）

ま
ゆ
み
（
O
〉

ま
す
み

（O）

ふ
じ
（
幻
）

ひ

ろ
（
花
）

ハ
ル
（
引
）

良
造
（
刊
）

正
孝
〈
市
）
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〈
ね
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源
太
郎
主
ピ
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子

（伺）
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歯車 3..使働麗可．

まい巴
月〉

L用入

大川

土用祉

7月（文

20日

23臼

31日

今月の町民税

同定資産税

（第2期分）

国民健康保険税

（第 1期分）

納期限 7)J31日

ボ
ラ

ン

－
ア
ィ
ア
募
集

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
善
意
銀
行

町
を
明
る
く
美
し
く
す
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
社
会
事
情
仕
す
る
人
〉
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
あ
た
た
か
い
笹
窓
と
作
い
身

体
を
社
会
の
た
め
に
怨
仕
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ζ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
個
人
、
間
体

グ
W

1
プ
、
学
生
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

八
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
作
業
内
容
V

O
神
社
や
公
園、

病
院
等
の
清
掃
車
中
仕

O
公
園、

病
院
、
老
人
宅
の
花
だ
ん
や
花

談

毎月第1火曜日

午前10時～午後3時

朝日町宿主Itセンター

川上第一 t行政相談白）

相談ごとご案内

相政

時

場所

相談昌

ム行

日

づ
く
り

O
駅
や
待
合
虫
、
バ
ス
停
の
清
掃
奉
仕

O
身
寄
り
の
な
い
老
人
の
位
話
や
理
髭
本

O
老
人
マ
J

サ
l
uン
ぷ
ド
ハ
比

O
紙
フ
ラ
ワ
ー
づ
く
り
や
話
人
入
院
忠
者

へ
の
山
慰
問

O
E
度
心
身
障
包
者
〈
児
）
の
即
位
聞
と
保

育
作
業
ボ
仕

O
一
人
ぐ
ら
し
老
人
宅
の
除
雪
仰
の
仕

以
上
の
作
業
内
容
は
、
週
一

回
一
時
間

人権法律相 談

7月19日

午後 l時～午後4時

朝日町福祉センター

人権擁護要員

心 配ごと相 談

所

毎週火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

(83-0576) 

時

時

~所

相談白

ム

日

~ 

ム

日

か
ら
三
時
間
限
度
X
は

一
カ
川

一
回
、
あ

る
い
は
そ
の
家
節
に
合
っ
た
も
の
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。

あ
た
た
か
い
善
意
を
お
持
ち
の
万
は
、

朝
日
町
制
批
セ
ン
タ
ー
内
朝
日
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
雪

コ
7
0五
七
六
）
へ
八

月
末
日
ま
で
に
と
連
絡
廟
い
ま
す
。

七
月
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

一

－

V
走
ろ
う
会

期

U

八
月
六
日
（
土
）

午
後
六
時
、
町
民
総
合
一

徳
育
館
前
集
合

コ
ー
ス
町
民
総
合
体
育
館
周
辺
日

－
約

一
、
六
ハ

δ
μ

（雨
天
の
刷
物
合
は
、
町

・

民
総
合
体
育
館
ギ
ャ

ラ一

リ
ー
を
刺
用
し
ま
す
。）
～

・
次
の
走
ろ
う
会
は
、
九
月
日

十
円
〈
土
）
で
す。

変通事故巡回相談

第 1.第3月限日
午前10時～午後3時

黒部市役所

第 1.第3水曜日

午前10時～午後3時
県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

ム

①日時

.tj所

＠日時

樋所

一｜

若い

H
UU

警
察
官
（

A
）
 

募
集

a
’
資
絡学
絞
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
岡
大
を

除
く
。
）
を
卒
業
文
は
、
間
利
臼
年

3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

A
V
年
齢m昭
和
臼
年
4
月
1
臼
現
在
で
摘
は
歳

以
上
却
歳
未
満
の
則
子

A

－
受
付昭
和
泣
年
7
月
！
日
か
ら

昭
和
臼
年
7
月
初
日
ま
で

皐
守
政
敵間
和
臼
年
8
月
7
日
（
日
）

似
立
富
山
中
部
高
等
学
校

．
そ
の
他
く
わ
し
い
乙
と
は
、
も
よ
り
の
欝
疾

患
、
朝
日
町
響
察
官
派
出
所
（
曾

一｝丁

O
四
三

O
）
、
駐
在
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

広〉．
Z玉L

朝
日
岳
・
白
馬
岳

登 山

参

加

者

募

集

V
期

日七
月
二
十
三
日

（士一）

i
二
十
五
日

（日
）

V
集
合
時
間

七
月
二
十
三
日

（土）

午
前
七
時
三
十
分

V
集
合
岨場所

小
川
温
泉
一応制
崩

V
募
集
人
員

二
十
五
名

V
会

費一
人
一

O
、

onδ
円

〈
交
通
貨
、
保
険
斜
合
む
。）

V
コ
l
ス

三
弟
一
日
目

小
川
温
泉
元
湯
l
北
又
l
イ
プ

リ
山

l
朝
日
小
屋
（
伯）

＊
第
二
日
目

朝
日
小
屈
l
朝
日
岳

l
宮
倉
応

i
白
鳥
岳
｜
白
馬
山
正
（
伯
〉

本
部
三
日
自

れ
烏
山
科

l
h応
大
池
｜
必
奪

温
泉

l
平
岩

l
泊

V
由
申
し
込
み
先

朝
日
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（含

二
l

一
一
O
四）

〈
今
月
の
新
着

図
書
案
内
〉

H
町
立
中
央
図
書
館
t

釈
尊
の
ζ

と
ば

業
と
運
命

人
間
へ
の
ま
な
ざ
し

東
京
ロ
ー
ズ

出
限
息
分
布

苧
主
の
家
出

f
札
事
放
の
て
ん
ま
つ

深
く
包
覚
め
よ

坐
憎
仰
の
す
す
め

表
の
論
理
裏
の
論
理

み
み
ず
く
通
信

年
金
社
会

知
的
生
活
の
万
法

乳
が
ん
と
婦
人
税
の
が
ん

少
林
寺
本
法
人
門

重
要
文
化
財

工
ぷ
川

地

谷

文

縫

佐
々
木
現
順

沼
山

徳

繭

ド
ウ
ス
日
代

松
本

清

張

吉

村

間

池
渡
正
太
郎

刊
仲
介
吉
見

岡

松

和

夫

秋
月

龍

成

会

田

雄

次

扇
谷

正
造

読
売
新
聞
社

渡
辺

舛

－

石

川

七

郎

京

道
医

毎
日
新
聞
社
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（決められた日時に受けられない方 は）
最寄りの会場で受けてください。 ノ

対象者 ｜日（隈）｜時刻 ！

｜午前 10.00I 
笛 ｜結核使民検診 i満 15成以上 ；19（火〉｜ I I 

（ただし、動~ 午後 3.00I 

先で検診を受け I21 （木） I午後
I 0.30～3.00 

る人は除く。） - -
｜正午～25（月） I l午後4.00

防 ，

I I 2附 ｜ 私~00 ! 
き ｜母親学紐｜妊 婦 全員 126(1{)I鴻～3.00i 
懐 ｜ ｜自49年 11月生 i i午後 ｜ 
憧12歳児 検 診｜至49年 12月生 I2gc金） I 1. oo～a.oo I 

｜キ ッチンカーによる ｜師 人 層 ！似金）I 'r後 I 
活 l栄養実習 : い.00～a.ooI 

〉月く 7
考｜備区地象対会業事

職 工 会館 ！中町、幸町、西町

全 町 1

〈来受検者〉 ｜

金 町
（釆受 検 者〉

血圧検診
午後1.00～3.00福~II：セ ンタ ー

血圧検診
午後1.00～3.00

血圧検診
午後1.00～3.00

血圧 検 診
午後1.00～3.00

妊婦の生理
日常生活の心得

母子手帳持診

区

区

民Pじ吋，q池
新
在
崎

地

員i』

会

－
全

験 工 会館

職 工 会館

相tlf:センター

福祉センター

小在池公民館

核

予

偲子手帳持診

検査料
1 • 2 0 0円

母子手帳持参

区

区

区

区

区

民

地

地

小在池、花
山崎新

地

山
出

地

全

ノ；そ

全

縮担l・ヒンター

稲titセンター

然部保健所
持’l 支所

小在池公民館

職 工 会館

福祉センター

＞ 

I 午後
3カ月児検診 52年 4月生I4 ＜木） 1.00～2.00 
股関節脱きゅう ｜ 午後
検 査 ；5 2 ｛ド 4月生I4 ＜木） 。2.00～3.00

9カ月児 検 診 ！5 1 1ド10月 生 14(;t) l ~Iお～3.00

康相 談希望者Is ＜金） ？話～3.00
民検診釆受検者I5 （~）鴻～7.00

人病検診 30 級 以上Ii 7C7J<）鴻～6.00

検診I65歳以上Ia c月） 午後 ’ 
’＇  1.30～3.00 

1 午後
11 （木） I 1.30～3.00 

月く 8
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子
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成
人
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受｜老
保
鍵

健

区地境続公民館人
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6月の町内交通事故


